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2Ma-l ワイルドのダンディズムー「ドリアン・グレイの肖像」を中心に一
佐々井啓

　（日本女大）

被　　服

　目的　オスカー・ワイルドは19世紀末のダンディズムの代表的な人物である。これまで

ワイルドの講演や評論から、彼の美意識を探ってきたが、それらの研究を踏まえて、ここ
ではワイルドのダンディズムが、彼の作品の登場人物のなかにどのように表現されている

のｶ＼、という点について考えてみた。

　方法　1890年に刊行された「ドリアン・グレイの肖像」は、ワイルドの唯一の長編小説

である。この作品の主要な登場人物であるドリアン、バジル、ヘンリー卿の言動や趣味に
ついて検討した。

　結果　ワイルドは、これらの人物を、「ヘンリー卿は、世間では私自身と判断している

人物、バジルこそ私が自分自身と思っている人物、ドリアンは私がなりたい人物」と述べ

ている。しかし、ワイルドの姿は、これらの三人のすべてにみられるのである。すなわち

画家バジルのモデルとなったドリアンは、ヘンリー卿から真に生きることの意味を教えら
れ、「新快楽主義」に目覚めていく。その結果、ドリアンは、自らの行動や趣味において

ダンディを演じていくのに対して、ヘンリー卿は、ドリアンを自分の好みに変えていくこ

とで自分以外のダンディを作り上げようとしたのである。
　ワイルドは、彼独特のポーズがあるにしても、純粋に芸術を表現しようとしている画家

のバジルを自分自身であるといい、破滅に向かっていくドリアンを自分の望ましい姿とし

て創造したのであり、したがってワイルドのダンディズムがこれらの人物を媒体として語
られていると考えられる。

2 Ma-2

【目的】

19世紀中頃の英国のデザインーJournal of Design and Maaufactoresと

The Crystal Palace Exhibition IUvstrated Catalogue(18Sl)を事例としてー

○野渾久美子’小沢直子”伊藤紀之”

　(’共立女子大・院　’水共立女子大)

近代デザイン運動において重要な役割を果たした1 9世紀中頃のイギリスのデザインの状況

を把握することを目的とする。

　【方法】

18 4 9年から18 5 2年にかけて刊行された世界初のデザイン誌と言われているJournal

of Design and Manufactures （以下デザイン・ジャーナル誌）と18 5 1年ロンドン万国博

覧会のカタログを資料に、解説及び両誌に掲載されている製品の図版を品目別、材料別など

に分類し当時のデザインの概念を考察する。

　【結果】

①デザイン・ジャーナル誌では当時のデザインの意味として実用性と装飾性をあげている。

　デザインをどのように使っていたかをみると、designとともにexecuteが併記されて使わ

　れている。当時の英国ではデザインという言葉にはexecuteが意味する「実行の過程、プ

　ロセス」は含まれていなかったことを示している。またデザイン・ジャーナル誌はロンド

　ン万博のデザイン向上を意図して刊行されたことも明らかになった。

②デザイン・ジャーナル誌では7 2 0点、万博のカタログでは17 2 3点が掲載されていた。

　前者では14 0点､後者は4 9 6点と食器の点数が最も多いことが両誌に共通していえる

　が、雑貨、家具、織物、アクセサリー、照明、住居装飾品、置物などその他の品目の内容

　にも共通な点がみられる。これらの製品が当時のデザインの主要なテーマであることが推

　定できた。
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